
　

今
年
度
か
ら
４
地
区
目
と
な
る

日
司
地
区
市
街
地
の
『
地
籍
調
査

事
業
』
が
３
年
計
画
で
始
ま
り
ま

す
。

　

土
地
は
、
現
地
と
登
記
所
地
図
、

登
記
簿
等
が
合
致
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
内
で
地
籍

調
査
が
未
実
施
地
区
の
土
地
は
、

大
正
10
年
に
道
が
作
成
し
た
地
図

を
基
本
と
し
て
、
土
地
売
買
や

公
共
事
業
の
用
地
取
得
、
課
税

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

現
地
と
登
記
所
の
地
図
、
登
記

簿
等
の
不
一
致
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
る
場
合
が
多
く
あ
り
、

時
間
が
経
つ
ほ
ど
複
雑
と
な
る

た
め
、
解
決
が
困
難
と
な
り
ま

す
。

　

「
地
籍
調
査
事
業
」
は
、
こ
の

よ
う
な
不
一
致
を
解
消
す
る
た

め
の
も
の
で
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
い
て
国
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
町
が
実
施
す
る
事
業
で

す
。
人
工
衛
星
を
利
用
し
た

高
度
な
測
量
技
術
と
最
新
測

量
機
器
を
用
い
な
が
ら
、
土

地
一
筆
毎
に
、
所
在
・
地
番
・

地
目
・
境
界
を
所
有
者
等
の

立
会
の
う
え
調
査
・
確
認
す

る
ほ
か
、
分
筆
・
合
筆
・
地

目
変
更
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

「
土
地
の
境
界
」
は
決
し
て

役
場
の
担
当
者
が
決
定
す
る

も
の
で
な
く
、
最
新
の
測
量

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
隣
接

す
る
土
地
所
有
者
同
士
が
現

地
立
会
の
も
と
、
両
者
が
納

地籍調査事業の目的

①土地取引の円滑化

②土地トラブルの未然防止

③災害復旧の円滑化

④課税の更なる適正化

⑤公共事業の円滑化

⑥町づくりや政策立案の基礎データ

▲住民説明会の様子（４月 24 日・日司町）

あ
な
た
の
財
産
を
孫
子
の
代
ま
で
守
る
た
め
！

「
日
司
地
区
地
籍
調
査
事
業
」
に
着
手

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署
（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、
７
月

20
日
に
行
わ
れ
る
『
全
道
消
防
救
助

技
術
訓
練
指
導
会
』
の
出
場
に
向
け

た
選
考
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
指
導
会
は
、
全
道
の
消
防
救

助
隊
員
が
競
い
合
い
、
他
の
模
範
と

な
る
消
防
救
助
隊
員
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
ほ
ふ
く
救
出
」
の
部
で

１
隊
の
出
場
枠
を
賭
け
、
Ａ
隊
（
増

山
雅
志
隊
員
・
佐
々
木
啓
仁
隊
員
）

と
Ｂ
隊
（
眞
酒
谷
勇
喜
隊
員
・
角
田

陶
宗
隊
員
）の
中
か
ら
選
考
を
行
い
、

Ａ
隊
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

日
常
の
消
防
業
務
で
「
競
う
」
と

い
う
機
会
が
少
な
い
中
で
の
選
考
会

は
、「
ほ
ふ
く
救
出
」
の
技
術
は
も

ち
ろ
ん
、
精
神
力
も
養
う
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
活
動
に
も
活
か
せ
る
内

容
で
し
た
。

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

▲ほふく救出訓練の様子

　

２
人
の
消
防
隊
員
の
全
道
大
会
で

の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
19

～町自然環境保全協議会～

をきれいに !!
風雪に耐えた“モニュメント”を修復

注目のステージアトラクションは

業
者
が
所
有
地
内
に
立
ち
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
見
通
し
の

悪
い
と
こ
ろ
で
は
雑
木
の
枝
払

い
、
雑
草
の
刈
り
払
い
を
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
測
量
業
者
は
必
ず
「
土

地
立
会
証
」
を
携
行
し
、
蛍
光

ピ
ン
ク
色
の
「
腕
章
」
を
着
用

し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
４
月
26
日
に
日
司
地
区
の
各

戸
に
配
付
し
て
い
る
『
地
籍
調
査
の
あ

ら
ま
し
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

▲日司町の集落（空撮）

善意の募金が“神威岬”

得
し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

初
年
度
の
今
年
は
測
量
調
査

の
た
め
、
町
が
委
託
し
た
測
量
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５
月
か
ら
新
し
い
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
皆み

な
が
わ
き
み
の
ぶ

川
公
信
さ

ん
（
23
歳
）
が
町
の
体
験
型
観

光
農
場
支
援
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　

新
潟
市
出
身
の
皆
川
さ
ん
は
、

３
月
に
酪
農
学
園
大
学
（
江
別

市
）
を
卒
業
し
、
畜
産
コ
ー
ス

を
専
攻
。
山
岳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
、
海
外
留
学
も
経
験
し
て
き

　
新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　 

皆み
な 

川が
わ 

公き
み 

信の
ぶ 

さ
ん

　

平
成
６
年
に
神
威
岬
自
然

公
園
の
整
備
を
記
念
し
て
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

（
写
真
左
）
は
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
神
威
岬
全

体
の
案
内
と
写
真
ス
ポ
ッ
ト

の
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
が
、
25
年
間
の
風
雪

に
耐
え
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。

　

町
自
然
環
境
保
全
協
議
会

（
構
成
：
７
団
体
２
機
関
・

代
表
佐
藤
勝
次
町
観
光
協

会
長
）
で
は
、
本
町
を
代

表
す
る
同
公
園
の
景
観
維

持
と
快
適
な
利
用
の
た
め

に
、
町
の
３
大
岬
（
神
威

岬
・
積
丹
岬
・
黄
金
岬
）

に
設
置
し
た
募
金
箱
の
貴

重
な
浄
財
を
活
用
し
て
修

復
事
業
（
１
０
５
万
円
）

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
の
募
金

は
、
12
年
間
で
３
か
所
分

総
額
２
，
０
０
５
万
円
に

達
し
、
貴
重
な
財
源
と
し

て
、
町
内
の
国
定
公
園
施

設
の
維
持
管
理
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

～町自然環境保全協議会～

をきれいに !!
風雪に耐えた“モニュメント”を修復

▲修復後▲修復前

▲神威岬にある募金箱

浜値朝市

限定 700 食 浜鍋

積丹ソーラン味覚祭り

第14回

【会場】美国漁港広場 【時間】９:00～16:00

6月30日㈰開催

●イベントに関するお問合わせ●
　積丹ソーラン味覚祭り実行委員会
　（役場商工観光課内）　☎４４－３３８１　
　※内容が一部変更になる場合があります。

◆YOSAKOI ソーランの舞
◆自衛隊音楽隊演奏
◆ウニ剥きコンテスト
◆鰊場音頭　◆ソーラン輪踊
◆歌謡ショー
◆豊漁豊作餅まき 　ほか

注目のステージアトラクションは商工会女性部による

限定 700 食 浜鍋
旬の食材がずらり！

浜値朝市
積丹特産品市場

善意の募金が“神威岬”

 

体
験
型
観
光
農
場
を
目
指
す
若
い
力
！

ま
し
た
。

　

皆
川
さ
ん
は
「
積
丹

町
で
羊
飼
い
に
な
り
た

い
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

賛
同
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
。
ま

ず
は
羊
を
飼
う
よ
り
も

地
域
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。」

と
今
後
の
抱
負
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

▲皆
みながわ

川 公
きみのぶ

信 体験型観光農場支援員
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